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竹内会長
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野
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の
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、
農
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の
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ど
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農
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直
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発
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生
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。

生
し
ま
し
た
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展
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で
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農
環
境
の
悪
化
、
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、
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勢

後
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都
市
農
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を
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々
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し
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な
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。

は
年
々
厳
し
く
な
っ
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ま
い
り
ま
し
た
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本
年
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
農
家
の

　

本
年
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
農
家
の

皆
様
の
た
め
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
た
め
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を

　

農
家
の
皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹んで新年のお慶びを申し上げます
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さ
ら
に
は
、
消
費
者
と
共
に
農
産
物

を
作
り
、
よ
り
身
近
に
農
業
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
後
継
者
・
女
性
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
農
業
経
営
」
で
、
具
体
的

に
は
、
家
族
構
成
員
が
「
対
等
な
共
同

経
営
者
」
と
い
う
立
場
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
し
て
、
話
合
い
の

場
を
定
期
的
に
つ
く
り
、
全
員
で
協
力

し
て
農
業
経
営
を
す
る
こ
と
で
す
。
家

族
経
営
協
定
と
い
う
形
で
、
き
ま
り
を

　

一
一
月
一
一
日
、
市
川
市
農
業
委
員

会
と
市
川
市
農
業
士
等
協
会
（
会
長
　

朝
倉
忠
文
氏
）
共
催
の
「
農
業
者
に
よ

る
意
見
交
換
会
」
が
Ｊ
Ａ
市
川
市
本
店

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
渡
邊
和
昭
農
業

委
員
会
会
長
職
務
代
理
者
が
挨
拶
を
し

た
後
、
来
賓
の
千
葉
光
行
市
川
市
長
、

さ
ら
に
来
賓
の
北
崎
順
一
東
葛
飾
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
振
興
普
及
部
長
、
小
泉

勉
Ｊ
Ａ
市
川
市
代
表
理
事
組
合
長
が
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
に
先
立
ち
、
楠
本
雅
弘
農

山
村
地
域
経
済
研
究
所
長
（
元
山
形
大

学
教
授
）
の
基
調
講
演
が
あ
り
、
都
市

化
が
進
行
し
た
地
域
の
農
業
が
抱
え
る

課
題
と
都
市
農
業
の
経
営
戦
略
を
二
つ

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、「
産
・
消
提
携
型
農
場
」
で
、

こ
れ
は
消
費
者
が
す
ぐ
目
の
前
で
暮
ら

し
て
い
る
と
い
う
都
市
農
業
の
優
位
な

点
を
生
か
し
、
固
定
客
へ
の
巡
回
・
配

達
及
び
直
売
所
で
販
売
を
し
て
、
地
産

地
消
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

作
る
こ
と
も
良
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
二
点
を
目
指
す
こ
と
を
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
の
意
見
交
換
会
は
、
フ

ロ
ア
ー
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で

す
す
め
ら
れ
、
次
の
三
つ
の
質
問
を
中

心
に
質
疑
応
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

①
　

直
売
に
つ
い
て

②
　

消
費
者
へ
の
情
報
発
信
の
方
法
に

つ
い
て

③
　

家
族
経
営
協
定
に
つ
い
て

　

参
加
者
の
関
心
が
高
く
、
活
発
な
意

見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
、
地
元
農
業
者
、

農
業
委
員
、
農
協
、
行
政
な
ど
計
六
一

名
の
参
加
で
し
た
。

　

一
一
月
一
一
日
、
東
葛
飾
八
市
の
農

委
会
長
・
事
務
局
長
は
、
松
戸
市
の
体

験
農
園
と
「
あ
じ
さ
い
ね
ぎ
」
の
生
産

者
を
訪
問
し
ま
し
た
。
と
も
に
市
街
地

の
中
の
営
農
で
、
周
囲
と
の
調
和
を
心

掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
。
特
に
農
業
体

験
農
園
「
青
空
塾
」
は
今
後
の
都
市
農

業
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
し

て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。（
會
田
）

管
内
視
察
・

松
戸
の
農
家
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今
後
の
農
業
経
営
を
考
え
る

今
後
の
農
業
経
営
を
考
え
る

農
業
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催

農
業
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
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退
任
委
員
に

　

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
の
７
月
の
改
選
で
退
任
さ
れ
た

田
中
浩
前
会
長
、
同
代
理
の
高

成
彰

氏
、
松
丸
武
夫
氏
、
柗
丸
房
雄
氏
に
市

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

平成 20 年 8 月 26 日 市長室にて

農
地
の
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
等
に
つ

い
て
、
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
及
び
農

地
の
集
団
化
を
考
え
て
い
る
方
と
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等

で
休
耕
地
を
所
有
す
る
方
が
、
農
業
委

員
会
に
名
前
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
あ
っ
せ
ん
す
る
も
の
で
す
。

　

規
模
の
拡
大
を
考
え
て
い
る
方
、
休

耕
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

市
の
補
助
事
業
の
う
ち
か
ら
、
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
を
推
進
す
る
た
め
の

事
業
２
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

○
減
農
薬
栽
培
推
進
事
業
補
助
金

　

施
設
園
芸
農
家
が
害
虫
を
駆
除
す
る

た
め
に
非
散
布
型
製
剤
や
捕
獲
用
粘
着

板
を
設
置
す
る
経
費
や
梨
農
家
が
害
虫

の
発
生
防
止
の
た
め
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤

を
導
入
す
る
経
費
及
び
露
地
野
菜
に
防

虫
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
た
め
の
経
費
に

つ
い
て
そ
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
率
（
補
助
対
象
経
費
の
1/3
以
内
）

○
梨
剪
定
枝
炭
化
事
業
補
助
金

　

梨
剪
定
枝
の
野
焼
き
に
よ
る
処
理
方

法
に
替
え
て
、
梨
畑
の
土
壌
改
良
剤
と

し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
の
炭
化
事
業

で
す
。

・
補
助
金
額
（
１
㎏
当
た
り
17
円
85
銭
）

　

詳
し
い
こ
と
は
、
農
政
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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耕作放棄地を対象に一筆調査してます！

　このたび、全国的な取組みとして耕作放棄地の解消を図るため、市川市（農政課）と農業委員会は、

国・県・ＪＡ市川市等関係機関との連携の下、市内全ての耕作放棄地を対象に現地調査をして農業的

利用ができる土地と農業的利用ができない土地に区分した上で、営農再開農地・保全管理農地・非農

地に分類して耕作放棄地の解消計画の策定を進めていきます。

○現地調査期間

　　　平成２０年８月１日～平成２０年９月３０日

○現地調査結果（区分）

　　農業的利用ができる土地

　　　・人力・農業用機械で草刈り等を行うことにより、直ちに耕作することが

　　　　可能な土地　　　　　551 筆　　　27.9 ｈａ

　　　・草刈り等では直ちに耕作することはできないが、基盤整備を実施して農

　　　　業利用すべき土地　　234 筆　　　11.5 ｈａ

　　農業的利用ができない土地（非農地）

　　　　該当する土地はありませんでした。

　今後とも、解消にあたりましては皆様のご協力をお願いいたします。
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お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

例
年
通
り
「
市
川
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
配
布

い
た
し
ま
す
。
農
家
組
合
員
の
方
は
連

絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
、
組
合
に
未
加
入

の
方
は
直
接
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
、

１
月
９
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
要
件
は

市
川
市
内
に
在
住
し
、
平
成
元
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

一
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

作
の
業
務
を
営
む
者

二
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
と
同
居
の

親
族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ

て
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
者

　

名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
と
農
業
委

員
の
選
挙
が
あ
っ
た
場
合
に
選
挙
権
が

な
く
な
り
ま
す
。
登
載
資
格
の
あ
る
方

で
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
加
入
の
勧
め

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の
老

後
生
活
の
安
定
等
を
図
る
と
と
も
に
、

農
業
者
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、そ
の
主
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

一
、
積
立
式
年
金
で
す
。

　
　

保
険
料
を
原
資
と
し
て
運
用
し
、

そ
の
運
用
益
と
納
付
し
た
保
険

料
を
年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま

す
。

二
、
農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入
が

で
き
ま
す
。

　
　

年
間
六
十
日
以
上
従
事
し
、
六
十

歳
未
満
で
国
民
年
金
第
一
号
被

保
険
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

三
、
税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
年
金
受
給
額
も

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

り
、
死
亡
一
時
金
も
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

四
、
保
険
料
に
国
庫
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　
　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
等

は
、
国
か
ら
の
助
成
が
あ
り
ま

す
。

五
、
受
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　
　

年
金
受
給
や
支
給
停
止
の
要
件
が

緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
、
保
険
料
も
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
を
基
本

と
し
、
最
高
６
万
７
千
円
に
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

農
業
新
聞
の
ご
購
読
を

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農
業
会

議
所
が
刊
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め
の

情
報
誌
で
す
。
み
な
さ
ま
も
ご
購
読
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

編

集

後

記

　

今
年
の
干
支
は
丑
年
で
す
。
肉
は
大

切
な
食
料
に
、
力
は
労
働
に
と
社
会
に

密
接
に
関
わ
る
干
支
だ
そ
う
で
す
。
特

徴
は
「
粘
り
強
さ
と
誠
実
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
何
か
農
業
経
営
に
通
じ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

世
間
は
不
況
の
嵐
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
皆
様
の
「
粘
り
強
さ
と
誠
実
」
な

気
持
ち
で
、
吹
っ
飛
ば
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
　

本
年
が
実
り
多
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
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